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東
日
本
大
震
災
支
援
・
市
民
公
開
文
化
講
演
会

　

西
宮･

芦
屋
支
部
は
５
月
17
日
、
西
官
市
立

勤
労
会
館
で
、
東
日
本
大
震
災
支
援
・
市
民
公

開
文
化
講
演
会
「
チ
ベ
ッ
ト
人
声
楽
家
バ
イ
マ
ー

ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
が
語
る　

チ
ベ
ッ
ト
と
日
本
・

異
文
化
を
超
え
て
」
を
開
催
。
講
師
は
チ
ベ
ッ

ト
人
声
楽
家
の
バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
氏
、
司
会

を
谷
端
美
香
先
生
（
芦
屋
市
・
高
橋
歯
科
医
院
）
、

挨
拶
を
大
森
公
一
先
生
（
西
宮
市
・
大
森
内
科

医
院
）
、
謝
辞
を
法
貴
憲
支
部
長
（
西
宮
市
・
法

貴
皮
膚
科
）
が
務
め
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
市

民
ら
２
２
７
人
が
参
加
し
た
。
参
加
し
た
先
生

か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

日
本
人
で
あ
る
ご
主
人
と
の
結
婚
を
決
意
し

た
時
、
ご
主
人
が
両
親
に
「
毎
年
か
な
ら
ず
チ

ベ
ッ
ト
に
彼
女
を
い
か
せ
る
」
と
い
っ
て
そ
れ

を
20
年
間
実
行
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
他
、
常

に
ご
主
人
に
感
謝
し
て
い
る
話
し
か
ら
始
ま
っ

た
。
交
通
の
便
の
悪
い
、
高
山
病
に
な
る
可
能

性
の
あ
る
彼
女
の
生
ま
れ
故
郷
に
、
交
通
費
も

か
か
る
だ
ろ
う
に
、
毎
年
約
束
通
り
に
い
か
れ

た
主
人
に
頭
が
さ
が
っ
た
。

　

遠
く
祖
国
を
は
な
れ
て
暮
ら
す
彼
女
の
日
本
で

の
様
子
を
チ
ベ
ッ
ト
の
母
親
に
伝
え
る
に
は
、
当

時
手
紙
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
文
盲
の
母
親

は
読
ん
で
も
ら
う
ま
で
そ
の
手
紙
を
枕
の
下
に
い

れ
て
寝
て
い
た
、
と
い
う
話
し
に
は
母
親
の
愛
と

彼
女
の
母
親
へ
の
感
謝
を
感
じ
、
感
動
し
て
涙
を

流
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

遊
牧
民
族
と
し
て
家
を
支
え
る
人
々
は
学
校
に

い
く
余
裕
が
な
く
、
文
盲
の
人
は
結
構
い
る
と

の
こ
と
。
そ
の
思
い
か
ら
、
彼
女
は
チ
ベ
ッ
ト
の

学
校
の
建
設
に
力
を
い
れ
て
い
る
。
義
務
教
育
の

お
か
げ
で
字
を
読
め
な
い
日
本
人
が
い
な
い
現
実

を
、
教
育
に
力
を
い
れ
て
き
た
明
治
の
日
本
の

人
々
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

　

父
親
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
医
療
費
の
分
担
に

つ
い
て
の
家
族
で
の
話
し
合
い
か
ら
、
現
在
の
日

本
で
希
薄
に
な
っ
て
き
た
大
切
な
家
族
の
絆
、
医

療
費
が
高
い
と
い
っ
て
も
皆
保
険
、
高
額
療
養
費

制
度
が
あ
る
日
本
の
あ
り
が
た
さ
を
気
づ
か
せ
て

も
ら
っ
た
。

　

私
は
小
学
校
の
時
、
南
京
大
虐
殺
な
ど
、
日
本

は
悪
い
こ
と
を
し
て
き
た
と
い
う
話
を
、
何
度
も

聞
か
さ
れ
た
が
、
こ
ん
な
い
い
こ
と
を
行
っ
た
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

記
憶
に
な
い
。
こ
の
よ
う
な
教
育
で
は
、
日
本
人

で
あ
る
自
分
を
卑
下
す
る
子
ど
も
た
ち
も
い
る
だ

ろ
う
と
容
易
に
推
定
で
き
る
。
外
国
人
で
あ
る
ヤ

ン
ジ
ン
さ
ん
は
、
東
北
大
震
災
で
の
秩
序
あ
る

日
本
人
の
振
る
舞
い
を
感
心
し
た
と
言
わ
れ
た
。

た
し
か
、
阪
神
大
震
災
で
も
、
井
戸
水
を
「
ご

自
由
に
」
な
ど
す
ば
ら
し
い
行
為
が
あ
り
、
略

奪
な
ど
は
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
私

た
ち
が
生
き
て
い
な
か
っ
た
時
代
の
出
来
事
で

は
な
く
、
す
ぐ
に
思
い
出
せ
る
よ
う
な
最
近
の

出
来
事
で
こ
れ
ら
は
日
本
人
と
し
て
胸
を
は
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
な
か
で

は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
外
国
人
か

ら
見
た
ら
す
ば
ら
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
現

在
の
小
学
校
や
中
学
校
に
お
け
る
、
一
部
の
自

虐
的
な
教
育
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
話
を
道

徳
の
時
間
な
ど
で
彼
女
に
話
し
て
も
ら
っ
て
、

日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
も
っ
て
成
長
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

　

常
に
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
他
人
の
良
い
面
を

み
る
よ
う
な
彼
女
の
生
き
方
を
知
る
こ
と
で
、

自
分
も
そ
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
と
っ

て
も
さ
わ
や
か
な
土
曜
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
っ
た
。

 

【
西
宮
市
・
伊
賀
内
科
循
環
器
科　

伊
賀 

幹
二
】

《
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
》

・
日
本
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
て
、
普
段
忘

れ
が
ち
な
大
切
さ
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
あ

た
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

・
感
動
し
ま
し
た
。
途
中
何
度
も
涙
が
出
ま
し

た
。
子
を
想
う
親
、
親
を
想
う
子
、
ど
ん
な
時
代
、

ど
ん
な
場
所
で
育
っ
て
も
不
変
な
ん
で
す
ね
。

・
笑
い
あ
り
涙
で
感
激
あ
り
の
講
演
で
、
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
医
療
関
係
の
方
々
が
こ
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
の
を
初
め
て
知
り
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
。

日本とチベットの文化の違いについて語る

バイマーヤンジンさん

バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
氏
が
市
民
ら
２
２
７
人
に
講
演

日
本
の
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た

司会を務める谷端先生（右）、挨拶する大森先生（中）と、

謝辞を述べる法貴支部長（左）

リクエストにこたえて歌が披露されると、会場からは大きな拍手が沸き起こった

※お申込み・お問い合わせは、協会事務局  岡林・山田・伊藤  Tel:078-393-1803 まで

  西宮 ･ 芦屋支部 第 34 回総会記念市民公開企画

 小出裕章氏が語る
　子どもたちの未来と大人たちの責任
 日　時 ：7月19日 ( 土 ) 14時 30分～（14 時開場）   
 会　場 ：西宮市立勤労会館大ホール

 お話し : 京都大学原子炉実験所助教　小出 裕章　氏

 
定　員

 
：
 
400 人（要事前申し込み）



（２）２０１４年６月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

　日　時 ：3月 19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

医院内を案内する池永先生

　

５
月
13
日
、
「
芦
屋
放
射
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ぞ

み
」
で
見
学
会
を
開
催
。
医
師
８
人
が
参
加
し

た
。
司
会
を
務
め
た
林
田
英
隆
先
生
（
西
宮
市
・

林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と
参
加
し
た
先
生
か
ら
い

た
だ
い
た
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
週
刊
文
春
（
５
月
８
日
、

15
日
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
に
あ
ふ

れ
る
芦
屋
浜
に
昨
年
設
立
さ
れ
た
こ
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
外
観
か
ら
し
て
、
従
来
の
診
療
所
ら

し
く
な
い
一
見
京
都
に
で
も
あ
る
よ
う
な
洒
落

た
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
を
思
わ
せ
ま
す
。
敷
地
面

積
１
２
８
０
㎡
、
延
べ
面
積
６
７
０
㎡
平
屋
の

建
物
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
総
勢
10
人
で
す
。

　

玄
関
を
入
る
と
、
吹
き
抜
け
の
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー

デ
ン
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
待
合
室
は
暖
炉
が

あ
り
、
待
合
室
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。
私
の
話

題
提
供
は
ベ
ク
レ
ル
と
シ
ー
ベ
ル
ト
の
違
い
と

シ
ー
ベ
ル
ト
の
換
算
法
等
の
話
、
そ
の
後
、
池
永

弘
二
院
長
の
挨
拶
、
放
射
線
治
療
に
特
化
し
た
ク

リ
ニ
ッ
ク
開
設
ま
で
の
思
い
に
つ
い
て
話
さ
れ
た

後
、
院
内
の
見
学
で
す
。
ま
ず
気
づ
く
の
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
白
衣
、
技
師
服
、
看
護
師
服

で
な
く
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
調
の
上
着
で
す
。
院
内
の

到
る
処
に
季
節
の
花
が
私
た
ち
を
和
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
各
部
屋
の
表
札
に
驚
き
ま
す
。
待

合
室
は
「
マ
ン
タ
」
、
更
衣
室
は
「
ポ
セ
イ
ド
ン
」「
ヘ

ラ
の
間
」
「
陽
、
風
、
水
」
、
リ
ニ
ヤ
ッ
ク
室
は
「
の

ぞ
み
」
と
書
か
れ
て
ま
す
。

　

こ
の
「
の
ぞ
み
」
部
屋
に
は
、
定
位
放
射
線
治

療
を
行
う
放
射
線
治
療
装
置
の
一
つ
で
あ
る
ノ
バ

リ
ス
が
中
央
に
あ
る
だ
け
で
、
壁
は
杉
の
板
で
す
。

機
材
、
患
者
の
着
用
服
、
器
具
等
は
す
べ
て
杉
の

壁
板
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
ノ
バ
リ
ス
は
Ｉ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
（
強
度
変
調
型
放
射
線
治
療
）
機
能
を
持

ち
、
い
ろ
い
ろ
の
方
向
か
ら
赤
外
線
で
癌
病
巣
を

固
定
し
、
瞬
時
に
病
変
に
照
射
出
来
ま
す
。
高
精

度
の
定
位
放
射
線
照
射
を
行
う
た
め
に
は
、
治
療

時
の
体
の
固
定
が
重
要
で
す
。
池
永
院
長
は
特
注

の
固
定
器
具
を
患
者
さ
ん
の
台
に
取
り
付
け
て
い

ま
す
。
治
療
時
間
は
入
室
か
ら
退
室
ま
で
15
分
～

20
分
だ
そ
う
で
す
。

芦
屋
放
射
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ぞ
み
見
学
会

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
23
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
６
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
芦
屋
放
射
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ぞ
み
見
学
会

（
５
・
13
）

②
市
民
公
開
文
化
講
演
会
（
５
・
17
）

【
予
定
・
企
画
】

①
Ｃ
Ｐ
Ｒ
講
習
会
（
６
・
７
）

②
第
13
回
胸
部
Ｘ
ー
Ｐ
読
影
会
（
６
・
19
）

③
酒
蔵
見
学
会
（
６
・
21
）

④
第
31
回
漢
方
研
究
会
（
６
・
28
）

⑤M
e
d
i
c
a
i
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
41
（
７
・
18
）

⑥
第
34
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会

（
７
・
19
）

⑦
第
25
回
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

⑧
但
馬
支
部
と
の
交
流
企
画

⑨
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
医
科
）

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

趣
き
あ
る
放
射
線
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
見
学伊賀先生の患者さんも駅前で

携帯用灰皿の配布に協力

た
ば
こ
ポ
イ
捨
て
禁
止
運
動

駅
前
で
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を
呼
び
か
け

　

４
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
西
宮
駅
南
側
で
、
た
ば
こ

ポ
イ
捨
て
禁
止
運
動
を
実
施
。
医
師
・
患
者
ら

５
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
運
動
を
企
画
し
た
伊

賀
幹
二
先
生
（
西
宮
市
・
伊
賀
内
科
循
環
器
科
）

の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

私
は
非
喫
煙
者
で
あ
り
、
た
ば
こ
の
に
お
い

で
も
気
分
が
悪
く
な
る
し
咳
も
で
る
。
患
者
に

は
禁
煙
を
説
明
し
て
い
る
が
、
た
ば
こ
が
世
の

中
に
な
く
な
る
こ
と
を
期
待
で
き
そ
う
も
な
い
。

指
定
喫
煙
場
所
以
外
で
は
禁
煙
に
し
て
、
せ
め

て
道
路
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
な
い
よ
う
な
町

並
み
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
思
い
か
ら
こ
の
運

動
を
企
画
し
た
。

　

道
路
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は
、
「
灰
皿
に

い
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
携
帯
灰
皿
を
配
る
ほ
う

が
「
捨
て
る
な
」
よ
り
有
効
と
考
え
た
。
個
人

と
し
て
は
Ｊ
Ｔ
か
ら
携
帯
灰
皿
を
提
供
し
て
も

ら
え
な
か
っ
た
の
で
、
組
織
と
し
て
保
険
医
協

会
を
経
由
し
て
１
０
０
個
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
る
喫
煙
者
が
、

ポ
イ
捨
て
す
る
喫
煙
者
に
灰
皿
を
わ
た
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
喫
煙
者
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
喫
煙
者
と
し
て
、
私
の

患
者
さ
ん
２
人
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
胸
と

背
中
に
つ
け
た
ゼ
ッ
ケ
ン
の
文
言
は
、
「
私
は
喫
煙

者
で
す
が
マ
ナ
ー
を
ま
も
り
ま
す
。
吸
い
殻
を
道

路
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
し
た
（
写
真
）
。

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
が
、
灰
皿
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
人
は
、
バ
ツ
悪
そ
う
に
、
灰
皿
を
受
け
取
っ

て
く
れ
た
。
こ
れ
は
、
私
一
人
で
の
運
動
で
は
な

か
っ
た
こ
と
と
、
ゼ
ッ
ケ
ン
に
目
標
の
文
言
が
か

か
れ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

　

市
役
所
の
周
辺
の
よ
う
に
、
指
定
場
所
以
外
で

は
た
ば
こ
を
吸
え
な
い
モ
デ
ル
都
市
「
西
宮
」
に

な
ら
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

　

 

【
西
宮
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伊
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循
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次
に
、
Ｃ
Ｔ
，
Ｍ
Ｒ
室
で
す
。
診
断
用
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
院
長
の
診
察
室
は
ゆ
っ

た
り
し
た
王
朝
風
の
患
者
用
の
椅
子
、
扉
を
閉

め
れ
ば
、
遮
音
さ
れ
た
一
室
で
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
小
一
時
間
が
過
ぎ
、
こ
の

後
、
西
口
郁
先
生
を
交
え
て
の
質
疑
応
答
。
前

立
腺
癌
は
生
殖
機
能
が
温
存
さ
れ
る
放
射
線
治

療
の
方
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。
ま
た
癌
の
骨
転
移

の
痛
み
に
は
80
％
の
緩
和
率
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

が
ん
患
者
に
は
、
抑
う
つ
や
不
安
を
は
じ
め

と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
的
苦
痛
が
存
在
し

ま
す
。
そ
の
結
果
、
治
療
意
欲
が
奪
わ
れ
た
り
、

判
断
能
力
が
減
退
し
た
り
し
ま
す
が
、
こ
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
池
永
院
長
の
限
り
な
い
こ
だ
わ

り
で
、
癌
患
者
の
こ
の
よ
う
な
心
理
状
態
を
払

拭
さ
せ
る
診
療
所
だ
な
と
、
感
心
し
て
帰
宅
い

た
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
企
画
で
し
た
。

 
 
 

【
西
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◆

　

芦
屋
市
の
最
南
端
、
明
る
い
埋
立
地
に
あ
る

高
級
和
風
割
烹
店
の
趣
き
で
す
。
緑
あ
ふ
れ
る

中
庭
を
中
心
に
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
広
い
待

合
室
、
和
風
・
洋
風
・
シ
ャ
ワ
ー
付
き
の
三
種

の
個
人
待
合
室
、
木
造
の
よ
う
に
見
え
る
窓
の

あ
る
放
射
線
診
察
室
と
治
療
室
、
車
椅
子
で
入

れ
る
玄
関
や
ト
イ
レ
が
配
置
さ
れ
、
私
自
身
も

こ
こ
で
治
療
を
受
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

池
永
先
生
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
し
た
。
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